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但し R ， RO , R 1 ，および R 2 は炭化水素残基を示す。

























ニル フェニjレ基聞に引力的な相互作用が働いていること アノレキ jレーアルキノレ基聞に引力的な相互作
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用が働いていない乙と，水溶媒中で、試薬が有機相として相分離する条件下では，区別性はアルキル基フェ
ニル基を問わず，基質の分配係数によって評価される疎水性の差に支配され，顕著なアルキノレ鎖長の区
別が起る乙と，アルコールは水溶媒としての類似した効果をもたらすこと，エナンチオ区別は均一系溶媒
CDioxan) 中で，水或はアノレコールの存在下に高い区別が行なわれる乙とを明らかにしている。
上記の結果はエナンチオ区別反応において，試薬や触媒或は基質l乙求められる構造的な条件，及び反
応溶媒の条件等反応設計に極めて有意義なものであり，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あ
るものと認める。
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